
暫定ケアプランによる
居宅介護（介護予防）サービス計画費の支給について

《認定日前のサービス》

要介護等認定を申請した認定前の被保険者は、市町村に届出の上で、居宅介護支援事業者・介護予防支援事業者に暫定ケアプランを作成してもらい、または自ら作成し（セルフケアプラン）、それに基づきサービスを利用することができます。そして要介護度の確定後にサービス計画を作成し直します。
★ 居宅サービス計画届出書（暫定ケアプランを含む）をサービス開始前に市に提出

することにより、償還払いでなく現物給付扱いとなります。
★ 償還払いの場合、事業者は、利用者から費用の全額を徴収し、サービス提供証明

書と領収書を交付します。利用者は、償還払い用の支給申請書に証明書・領収書

を添付して、市に申請することにより、後から保険給付分（原則、費用の９割）を受け取ります。
★ ケアプランを自己作成する場合、利用者あるいはご家族は、サービス提供事業所

の選択・決定、ケアプランの1表～3表（あるいはA～C表）の作成、サービス利用票、サービス提供票の作成、ケアプランの市への提出や事業所への送付、事業所との連絡調整等の一連の事務を、自らが行います。

★ 介護保険制度上、1人の利用者に対するケアプラン作成担当事業所は1か所です。
――　見込み違いの認定結果が申請月を超えて出た場合の例　――
※別紙１参照

例１：3/15に新規（変更）申請
　　 「要支援」を見込んで介護予防支援事業者が暫定ケアプランを作成した（委託を含む）が、月をまたぎ、4月13日に出た認定結果は「要介護」だった。

申請月の3月のケアプランについては、自己作成扱いとなる。
4月分の給付管理は月末に担当した事業者が行い、居宅介護サービス計画費を
請求する。
＊結果が要支援でないため、介護予防支援事業者は介護予防サービス計画費を請求できない。
居宅介護支援事業者は、認定結果が出てから契約、居宅サービス計画作成の届出をすることになるので、申請月の3月末において居宅介護支援事業者が存在しないこととなる。
3月における介護予防支援事業者が作成した暫定ケアプランを当該要介護者が作成したこととみなし、給付管理は小平市が行う。
上記例１とは逆に、「要介護」を見込んで居宅介護支援事業所が暫定ケアプランを作成し、月をまたいで出た認定結果が「要支援」だった場合は、3月分は自己作成扱いとし、4月分の給付管理は月末に担当した介護予防支援事業者が行い、介護予防サービス費を請求する。

自己作成扱いとした場合の事業所からの市への提出資料は以下のとおりです。
①　居宅サービス計画書第1～第3表、あるいはA～C表、
②　サービス利用表及び別表
③　サービス提供表及び別表
④　自己作成居宅サービス計画届出書
★ケアプランの自己作成扱いと利用者あるいはご家族が自己作成した場合では提出資料が異なります。　
――　見込み違いの認定結果が申請月内に出た場合の例　――

例２：3月1日に新規（変更）申請
　　「要介護」と見込んで居宅介護支援事業者が暫定ケアプランを作成したが、3月25日に出た認定結果は「要支援」だった。

3月分については、月末に担当した介護予防支援事業者が給付管理票を作成し、介護予防サービス計画費を請求する。
＊上記例２とは逆に、「要支援」を見込んで介護予防支援事業所が暫定ケアプラン（委託を含む）作成したが、結果が「要介護」だった場合は、月末に担当した居宅介護支援事業者が給付管理票を作成し、居宅介護サービス計画費を請求する。

例１～例２において、月末に担当した事業所の居宅介護サービス計画費あるいは
介護予防サービス計画費の請求は、
①アセスメントの実施　
②サービス担当者会議の開催　
③ケアプランの作成と利用者への交付　　　　　　　　が条件となります。
――　見込みどおりの認定結果が申請月を超えて出た場合の例　――

例３：3月15日に新規（変更）申請　
　　「要介護（要支援）」と見込んで居宅介護支援事業者が暫定ケアプランを作
成し、月をまたぎ、4月に見込みどおりの認定結果が出た。

3月、4月分とも、月末に担当した事業者が給付管理票を作成し、居宅介
護サービス計画費または介護予防サービス計画費を請求する。
《注意事項》
○暫定ケアプランを作成する場合は、予め市に居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書を提出していただくことが必要です。
提出の際には、居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書の余白に、鉛筆で「暫定」とわかるように記載をお願いします。
この場合、市が居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書を仮受領したものとして取り扱い、見込みどおりの認定結果が出た場合は正式に受理し、届出日にさかのぼって登録します。
○見込み違いの認定結果が出た場合は、ケアプラン作成を担当することになった事業所が速やかに市に「居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書」を提出してください。
この場合、「居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書」の余白に、「差し替え」とわかるように鉛筆で記載をお願いします。
○「居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書」の届出日欄には、利用者と契約（または仮契約）した日以降の日付をご記入ください。
○自己作成扱いとなった場合は、「自己作成居宅サービス計画届出書」を速やかに提出してください。届出日欄には自己作成によるサービス開始日以前の日付をご記入ください。




【問合せ先】


小平市役所高齢者支援課給付指導担当


電話　０４２―３４６―９５９５
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